





































































































































































【明石】５奈越安女風也万須神奈利志川末良天なをあめ風やます神なりしつまらて日古呂丹奈利奴以登ゝ物王比之幾事日ころになりぬいとゝ物わひしき事加春志良須幾之加多行佐幾可那之幾御安利かすしらすきしかた行さきかなしき御あり左満尓心徒与宇 毛盈於保之奈佐寿さまに心つよう もえおほしなさす以可尓世末之加ゝ里止天美也己仁可部良武いかにせましかゝりとてみやこにかへらむ己止毛末多世尓遊流左礼毛奈久天八人王良こともまた世にゆるされもなくては人わら八礼奈留事古楚満佐良女猶古礼与利不可幾はれなる事 そまさらめ猶これよりふかき山遠毛止女天也安止太衣奈末之止於保春尓毛山をもとめてやあとたえな しとおほすにも奈見風尓佐八可礼天奈止人乃以比川多なみ風にさはかれてなと人のいひつた






【明石】７流道可比尓天多尓人可奈尓曽登太尓御覧之る道かひにてたに人かなにそとたに御覧し王久遍久毛阿良春末川遠比八良比徒部幾志わくへくもあらすまつをひはらひつへきし川能於乃安八礼尓武川末之宇於保左流ゝ毛我つのおのあはれにむつましうおほさるゝも我奈可良可太之気奈久具之仁気留心能程思志良なからかたしけなくくしにける心の程思しら流御美尓八阿左末之久遠也見奈幾比能 之る御みにはあさましくをやみなき比の し幾尓以止ゝ空佐部止徒留心知 天奈可女也留きにいとゝ空さへとつる心ち てなかめやる可多奈久留武かたなくるむ
浦可世也以可丹不久良武思也留楚天浦かせやいかにふくらむ思やるそて
宇知奴良之波万奈幾比安八礼尓可那之幾うちぬらし波まなき比あはれにかなしき















左世給天住吉乃神知可幾佐可比遠志川女させ給て住吉の神ちかきさかひをしつめ満毛利給満己止尓跡遠多礼太末不神奈良八まもり給まことに跡をたれたまふ神ならは太春気給部止於本久能大願遠多天給遠能〳〵たすけ給へとおほくの大願をたて給をの〳〵三川可良乃以能知遠八左流物尓天可ゝ流御身能みつからのいのちをはさる物にてかゝる御身の末多奈幾連以尓志川三給奴部幾古止能以三之またなきれいにしつみ給ぬへきことのいみし宇可那之幾仁心遠ゝ古之天寸己之物於保由留うかなしきに心をゝこしてすこし物おほゆる加幾利八身仁 遍天己乃御身飛止川遠春久かきりは身に へてこの御身ひとつを く比多天末川良武止ゝ与美天毛呂 恵尓仏神遠ひたてまつらむとゝよみてもろ ゑに仏神を念之太天末川留帝王乃不可幾宮尓也之奈念したてまつる帝王のふかき宮にやしな
【明石】
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以太宇古宇之給尓計礼八心尓毛安良須宇地いたうこうし給にけれは心にもあらすうち満止路三給可 之計奈幾於八之所奈連盤まとろみ給か しけなきおはし所なれは多ゝ与利井給部留仁故院能堂ゝ於波之たゝよりゐ給へるに故院のたゝおはし万志ゝ左満奈可羅多地 天奈止加久安也ましゝさまなからたち てなとかくあや志幾所尓八毛乃寸留楚止天御手越止利天しき所にはものするそとて御手をとりて飛幾多天給住与之能神乃美知比幾給ひきたて給住よしの神のみちひき給末ゝ仁波也不奈氐志天此宇良遠佐利祢止まゝにはやふなてして此うらをさりねと乃給八須以止宇礼之具天可之古幾御可気尓の給はすいとうれしくてかしこき御かけに王可礼多天末川利仁之己奈多左満〳〵可那之わかれたてまつりにしこなたさま〳〵かな
【明石】
18





































満佐利天人王良者礼奈留女越也美武宇川ゝまさりて人わらはれなるめをやみむうつゝ能人乃心多尓奈越具流之波可奈幾事遠毛の人の心たになをくるしはかなき事をも可川見川ゝ我与利与八比万佐利毛 八久良井かつみつゝ我よりよはひまさりも くらゐ太可久止幾世乃与世以満比登幾 満左留人尓八たかくとき世のよせいまひとき まさる人には奈比幾志多可比天曽能心武気越太止留部 奈なひきしたかひてその心むけをたとるへ な里気利志利楚幾天登可那之止己曽武可之農りけりしりそきてとかなしとこそむかしの佐可之幾人毛以比遠幾気礼計丹加具命さかしき人もいひをきけれけに く命遠幾波女与仁又奈 女乃加幾利遠見徒久をきはめよに又な めのかきりを見つく之川佐良尓乃知能安登乃奈越者不久止天しつさらにのちのあとのなをはふくとて
【明石】
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御車仁多天末川利宇徒留程日屋宇〳〵佐之御車にたてまつりうつる程日やう〳〵さし乃本利天保乃可 見多天末川留与利於以王寸のほりてほのか 見たてまつるよりおいわす礼与八比能不留心知之天恵三佐可部天末川住与之能れよはひのふる心ちしてゑみさかへてまつ住よしの神遠可川〳〵於可見太天万川留月日能飛可利神をかつ〳〵おかみたてまつる月日のひかり遠天仁盈太天末川里多留心地之天以登奈美をてにえたてまつりたる心地していとなみ徒可宇末川留事以止古止八利也所能左満遠八佐良つかうまつる事いとことはり也所のさまをはさら尓毛以者寸 久利奈之多留心波部己多知多天にもいはす くりなしたる心はへこたちたて以之世武左以奈止能安利左満盈毛以者奴入江能いしせむさいなとのありさまえもいはぬ入江の水奈止恵丹加ゝ八心乃 多利春久奈可良武恵之八加幾水なとゑにかゝは心の たりすくなからむゑし かき
【明石】
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遊可志宇於保左礼奴仁之毛安良須古ゝ尓八可之己ゆかしうおほされぬにしもあらすこゝにはかしこ末里天身川可良毛遠左〳〵万以良春 能遍多ゝ里まりてみつからもをさ〳〵まいらす のへたゝり太留志毛能屋尓佐不良婦左留八明暮美多天末川良たるしものやにさふらふさるは明暮みたてまつら万本之具安可寸思幾古衣天以可天於毛不古ゝ路遠まほしくあかす思きこえていかておもふこゝろを可那部无止仏神遠以与〳〵念之多天末川留年八かなへんと仏神をいよ〳〵念したてまつる年は六十波可利尓奈利多礼止以止幾 遣仁安良 本之宇六十はかりに りたれといとき けにあら ほしう遠己奈比佐良本比天人乃本止能安天波可奈礼者をこなひさらほひて人のほとのあてはかなれは尓也安良武宇地比可見本礼〳〵之幾事者安連止にやあらむうちひかみほれ〳〵しき事はあれと以丹之部乃物遠毛美志利天毛能幾多奈可良須与之いにしへの物をもみしりてものきたなからすよし
【明石】
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太天末川利天毛天可之川幾安可女良礼多天たてまつりてもてかしつきあかめられたて末川利給之遠人乃宇遍毛我御身能有左満毛まつり給しを人のうへも我御身の有さまも於保之以天良礼天遊女能心知之太末不満ゝ仁可幾おほしいてられてゆめの心ちしたまふまゝにかき奈良之給部流己恵毛心春古久幾己遊布留人盤ならし給へるこゑも心すこくきこゆふる人は涙毛止女安部春岡部尓比王佐宇能古止止利仁屋利天涙もとめあへす岡へにひわさうのこととりにやりて入道比王能本宇之仁成天以登於可之宇女川良之幾入道ひわのほうしに成ていとおかしうめつらしき手日止川不多川飛幾以天太里佐宇能御古止万以利手ひとつふたつ きいてたりさうの御ことまいり多礼盤寸己之比幾給毛左満〳〵 見之宇乃見たれはすこし き給もさま〳〵 みしうのみ思幾古衣堂利以止佐之毛幾古衣奴毛能ゝ祢太尓思きこえたりいとさしもきこえぬものゝねたに
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己女給部梨遣流以止気宇安利気留事可奈こめ給へりけるいとけうありける事かな以可天可八幾久部幾止能給幾己之女佐无尓八何いかてかはきくへきとの給きこしめさんには何乃波ゝ可利加侍良武於末部尓免之天毛安幾人能のはゝかりか侍らむおまへにめしてもあき人の中尓天太尓古楚布留事幾ゝ波也須人侍気連中にてたにこそふる事きゝはやす人侍けれ比王奈武満己止能祢越比幾志川武留人以尓之部毛ひわなむまことのねをひきしつむる人いにしへも加太宇侍之遠左〳〵止ゝ己保留古止奈宇奈川 之幾かたう侍しをさ〳〵とゝこほることなうなつ しき手奈止春知己止仁奈无以可天多 留仁可侍良手なとすちことになむいかてた るにか侍ら舞安良幾浪乃己恵仁末之流八可奈之宇毛思むあらき浪のこゑにましるはかなしうも思給遍良連奈可良加 徒武留物奈計可之左給へられなからか つむる物なけかしさ
【明石】
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にあたりて思ひかけぬせかいにたゝよふも奈仁乃川三 天可止覚川可那久思徒留遠己なにもつみ てかと覚つかなく思つるをこ与比乃御物可多利仁幾ゝ安八寸礼盤遣尓阿左よひの御物かたりにきゝあはすれはけにあさ可良奴佐幾能世 契尓己曽八止阿八連尓奈无からぬさきの世 契にこそはとあはれになん奈止可八加久佐多可尓思志利給遣留事越以末なとかはかくさたかに思しり給ける事をいま万天八川気給八佐利徒良武宮己波奈礼志まてはつけ給はさりつらむ宮こはなれし時与利世乃川祢奈幾毛安知幾奈久遠己奈比時より世のつねなきもあちきなくをこなひ
【明石】
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気礼者二三日部多天津ゝ徒連〳〵奈留夕暮毛之八けれは二三日へたてつゝつれ〳〵なる夕暮もしは物安八連奈留明本乃奈登屋宇仁満幾良八之天物あはれなる明ほのなとやうにまきらはして於利〳〵人毛於那之心尓美之里奴部幾程遠之おり〳〵人もおなし心にみしりぬへき程をし八可利天可幾加者之給尓遣 可良春心不可久思阿はかりてかきかはし給にけ からす心ふかく思あ可利多留気之幾毛美天八也末 止於保春物可良かりたるけしきもみてはやま とおほす物から与之幾与加里也宇之天以比之気之幾毛女左満よしきよかりやうしていひしけしきもめさま志宇止之比心川気天安良无遠女能末部尓思太可部无しうとし比心つけてあらんをめのまへに思たかへん裳以止於之宇於保 女久良左礼天人春ゝ見もいとおしうおほ めくらされて人すゝみ万以良八佐留可多尓天毛満幾良八之天无登於保世まいらはさるかたにてもまきらはしてんとおほせ
【明石】
60

















乃君満己止仁遠可寸己止奈幾仁天加久志川武の君まことにをかすことなきにてかくしつむ奈良者加奈良須此武久比安利奈武 武於本衣ならはかならす此むくひありなむ むおほえ給今八猶毛登乃位遠毛給天无止多 〳〵給今は猶もとの位をも給てんとた 〳〵於本之能給遠世能毛止幾安八〳〵之幾屋宇奈留部おほしの給を世のもときあは〳〵しきやうなるへ志徒三仁於知天都遠佐利之人遠三止世太仁しつみにおちて都をさりし人を三とせたに春久佐春由留左連武己止八与能人毛以可ゝ以比すくさすゆるされむことはよの人もいかゝいひ徒多部侍良武奈止幾左起可太宇以左女太末婦尓つたへ侍らむなときさきかたういさめたまふに於毛本之者ゝ可流本止尓月日可 奈里天御奈也おもほしはゝかるほとに月日か なりて御なや見止毛左満〳〵尓遠毛利満佐良世給明石耳八みともさま〳〵にをもりまさらせ給明石には
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幾心越思部流於也多地毛与己裳里天春久須止之き心を思へるおやたちもよこもりてすくすとし月己曽安比奈多能見仁行末心仁久ゝ思良女中〳〵月こそあひなたのみに行末心にくゝ思らめ中〳〵奈留心遠也徒久左武止思日天多ゝ此浦尓於者なる心をやつくさむと思ひてたゝ此浦におは世无本止可ゝ流御不三八可利遠幾古衣可八左无己曽せんほとかゝ 御ふみはかりをきこえかはさんこそ呂可奈良祢年比遠登仁乃三幾ゝ天以川可盤ろかならね年比を にのみきゝていつかは佐留人乃御安利左満遠本能可仁毛美多天末川良武さる人の御ありさまをほのかにもみたてまつらむ奈登思可気 利之御春万比尓天万 奈良祢止なと思かけ りし御すまひにてま ならねと本能可尓毛美多天末川利世尓奈幾物止聞徒多部ほのかにもみたてまつり世になき物と聞つたへ志御己止乃祢遠毛可世尓川気天幾ゝ明暮乃し御ことのねをもかせにつけてきゝ明暮の
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尓加気礼時乃万毛三武宇知比止利己多礼多にかけれ時のまもみむうちひとりこたれた満不徒久連流左満木不可久以多幾所万佐利まふつくれるさま木ふかくいたき所まさり天見所安留春万井奈利海徒良八以 女志宇て見所あるすまゐなり海つらはい めしう於毛之呂久己礼盤心本曽宇寸三太留左満古ゝ仁おもしろくこれは心ほそうすみたるさまこゝに井天思乃己寸事八安良之登春良武於本之也ゐて思のこす事はあらしとすらむおほしや良流ゝ仁物安八礼也三昧堂知可久天鐘乃己恵らるゝに物あはれ也三昧堂ちかくて鐘のこゑ松乃風尓比 幾安比天物可那之宇岩尓於比松の風にひゝきあひて物かなしう岩におひ太留松乃根佐之毛心者衣安留左満奈利前栽たる松の根さしも心はえあるさまなり前栽止毛仁虫乃声遠徒久之堂利古 可之己乃ともに虫の声をつくしたりこゝかしこの
【明石】
70































津天尓天毛毛里幾ゝ給八无事盤多八不連つてにてももりきゝ給はん事はたはふれ丹天毛心乃遍多天安利気流止思宇登万にても心のへたてありけると思うとま礼多天末川良武八 久流之宇者川可之宇於れたてまつらむは くるしうはつかしうお本左流ゝ裳安那可地奈流御心佐之能本止奈ほさるゝもあなかちなる御心さしのほとな流可之可ゝ流方能事遠八佐春可仁 止ゝ女るかしかゝる方の事をはさすかに心とゝめ天宇良見給部利 於利〳〵奈止天安也奈幾てうらみ給へり おり〳〵なとてあやなき春佐比事仁川気天毛左於毛八礼太天末川すさひ事につけてもさおもはれたてまつ里気无奈止登利可部左満本之宇人乃安利りけんなととりかへさまほしう人のあり左満遠美給尓徒遣天毛恋之左能奈久左武さまをみ給につけても恋しさのなくさむ
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月日仁曽遍天於保之末世登屋武事月日にそへておほしませとやむ事奈幾可多能於保川可那久天年月遠春久之なきかたのおほつかなくて年月をすくし太末比多ゝ 良春宇知 毛比於己世給覧たまひたゝ らすうち もひおこせ給覧可以登心久流之気礼盤比止利婦之可知尓天春かいと心くるしけれはひとりふしかちにてす久之給恵遠左満〳〵可幾安川女天思不事共くし給ゑをさま〳〵かきあつめて思ふ事共可幾川気加部利事幾久部幾左満尓志那之かきつけかへり事きくへきさまにしなし給部利美武人乃心尓志三奴部 物乃左満也給へりみむ人の心にしみぬへ 物のさま也以可天可楚良仁加与不御心奈良武二条乃君毛いかてかそらにかよふ御心ならむ二条の君も物安八礼尓奈久左无方奈久於保衣太末不折物あはれになくさむ方なくおほえたまふ折
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安良女奈止於毛比奈越春曽能比盤夜可礼奈具あらめなとおもひなをすその比は夜かれなく可多良比給六月八可利与利心久留之幾気之かたらひ給六月はかりより心くるしきけし幾安里天奈也見気利加久和可礼給部幾程きありてなやみけりかくわかれ給へき程奈礼八安也仁久奈留尓 安里気无安里之なれはあやにくなるに ありけんありし与利毛阿八礼尓於保之天安屋之宇物思不よりもあはれにおほしてあやしう物思ふ遍幾身仁毛安 気留可那止 三多留へき身にもあ けるかなと みたる女八佐良尓毛以八寸思之川三多利以登己止八利女はさらにもいはす思しつみたりい ことはり奈利也思乃保可尓可奈之幾道尓以天多知なりや思のほかにかなしき道にいてたち給之可登徒井尓八行女久利奈无止可川盤給しかとつゐには行めくりなんとかつは
【明石】
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可比奈幾宇良見太尓世之安八礼尓宇知奈幾天かひなきうらみたにせしあはれにうちなきて古止春久那ゝ留物可良佐留部幾布 能御以良部奈止ことすくなゝる物からさるへきふ の御いらへなと阿左可良須幾己遊此川祢尓遊 之可利給物あさからすきこゆ此つねにゆ しかり給物
【明石】
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【澪標】５佐也可丹見衣給之夢能後八院乃美可止農さやかに見え給し夢の後は院のみかとの御己止遠心耳可希幾古 天以可天可乃志徒三太御ことを心にかけきこ ていかてかのしつみた末不良武徒三春久比多天末川留事越世无止於保まふらむつみすくひたてまつる事をせんとおほ之奈計幾希類遠閑久可部利太末比 八曽能御しなけきけるをかくかへりたまひ はその御以曽起之給神 月尓御八講志給世乃人能奈いそきし給神 月に御八講し給世の人のな幾徒可宇末川留事武可之能也宇奈利於保幾きつかうまつる事むかしのやうなりおほき左起御奈也三遠毛久於八之満春宇知尓毛徒井尓さき御なやみをもくおはしますうちにもつゐに古乃人遠衣希多春 利奈无事止心也三於保この人をえけたす りなん事と心やみおほ之希礼止美可止八院農 由以古武遠思幾古衣給しけれとみかとは院の御ゆいこむを思きこえ給


















































八左利希留越三月乃徒以多知能本止古乃己呂也止はさりけるを三月のついたちのほとこのころやと於保之屋留耳人志礼寿安八礼尓天御徒可比安利おほしやるに人しれすあはれにて御つかひあり希利止久可部利満以利天十六日尓奈武女耳けりとくかへりまいりて十六日になむ女多以良可丹毛乃之給止徒希幾己由女川良之幾たいらかにものし給とつけきこゆめつらしき左満尓天佐部安那流遠於保春尓遠呂可奈良春さまにてさへあなるをおほすにをろかならす奈止天京尓武可部 可ゝ類古止 毛世左勢左利なとて京にむかへ かゝること もせさせさり希武止久知於志宇於保左留春久衣宇仁御子三人けむとくちおしうおほさるすくえうに御子三人美可止幾左起可奈良寿奈良比天宇末礼給部志みかときさきかならすならひてうまれ給へし奈可乃於止利八太政大臣尓天久良為遠幾八武遍なかのおとりは太政大臣にてくらゐをきはむへ
【澪標】
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耳於本之多利志可止太ゝ人尓於保之遠起天希留におほしたりしかとたゝ人におほしをきてける御心遠思尓春久勢止越可利希利宇知能閑久天御心を思にすくせとをかりけりうちのかくて於八之満春遠安良者丹人乃志留古止奈良祢止佐おはしますをあらは 人のしることならねとさ宇尓武乃己止武奈之可良春止御心乃内尓於保之うにむのことむなしからすと御心の内におほし希利以満由久末乃安良満之事於保春仁寸三けりいまゆく末のあらまし事おほすにすみ与之乃神乃志留遍 己止丹閑乃人毛世丹奈部よしの神のしるへ ことにかの人も世になへ帝奈良怒春久世尓天比可〳〵志幾於也毛於与比てならぬすくせにてひか〳〵しきおやもおよひ奈起心越徒可不尓也安利希武佐留尓天八閑志なき心をつかふにやありけむさるにてはかし古幾春知尓毛奈類部幾人農安 志起世可以こきすちにもなるへき人のあ しきせかい
【澪標】
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可也宇奈流春知能太末比徒久流心乃保止己曽かやうなるすちのたまひつくる心のほとこそ我奈可良宇止末之希礼毛乃尓久三八以徒奈良婦部我なからうとましけれものにくみはいつならふへ幾仁可止恵无之給部八以止与具宇知恵三天曽与きにかとゑんし給へはいとよくうちゑみてそよ太可奈良八之 安良武於毛八寸尓曽美衣給不也たかならはし あらむおもはすにそみえ給ふや人乃心与利保 留思屋利古止之天物恵无之奈人の心よりほ る思やりことして物ゑんしな止志給不よ思部八可奈之止天者天〳〵盤奈美多とし給ふよ思へはかなしとてはて〳〵はなみた久三給不止之己呂安可寸恋之止思幾古衣給之くみ給ふとしころあかす恋しと思きこえ給し御心乃宇知止毛於利〳〵乃御婦三能可与比奈止於御心のうちともおり〳〵の御ふみのかよひなとお保之以徒留尓八与呂徒農事春左比尓己曽安ほしいつるにはよろすの事すさひにこそあ
【澪標】
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末天思末宇希多利気礼止己乃御徒可比奈久八まて思まうけたりけれとこの御つかひなくは屋三乃夜尓天己曽久礼奴遍可利希礼女能止毛己乃やみの夜にてこそくれぬへかりけれめ ともこの女君能安八礼耳思也宇奈留遠可多良比人尓天世女君のあはれに思やうなるをかたらひ人にて世乃奈久左女尓志気利遠左〳〵於止良奴人毛類以尓のなくさめにしけりをさ〳〵おとらぬ人もるいに布礼天武可部止利天安良春礼止古与那久遠ふれてむかへとりてあらすれとこよなくを呂衣多流美也徒可遍人奈 能以者本乃中多川ろえたるみやつかへ人な のいはほの中たつ奴留可於知止末礼留奈止己曽安連己礼八古与那ぬるかおちとまれ なとこそあれこれはこよな宇己女起思安可礼利幾ゝ所安流世乃物可多利うこめき思あかれりきゝ所ある世の物かたり奈止之天於止ゝ能君乃御安利左満世丹可之徒可礼なとしておとゝの君の御ありさま世にかしつかれ
【澪標】
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加ゝ流己曽中〳〵身毛久類之希礼止於保春かゝるこそ中〳〵身もくるしけれとおほす遠之奈遍天多 具久比奈耳於止呂をしなへてた くくひなにおとろ可者宇八乃空奈留月毛己曽以礼宇之呂女多宇止かはうはの空なる月もこそいれうしろめたうと八幾古衣給部止安多〳〵志起春知奈止宇多可八之幾はきこえ給へとあた〳〵しきすちなとうたかはしき御心者部尓 安良寿年比満知春久之幾古衣給部御心はへに あらす年比まちすくしきこえ給へ類毛佐良丹於呂可丹八於本左礼左利介利曽良奈るもさらにおろかにはおほされさりけりそらな奈可女曽止太乃女幾古盈給比之於利能事なかめそとたのめきこえ給ひしおりの事毛乃多末比以天ゝ奈 天多久比安良之登以三ものたまひいてゝな てたくひあらしといみ志宇毛能越思志徒三希武宇起身可良八於奈之奈計しうものを思しつみけむうき身からはおなしなけ
【澪標】
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八ゝ左流人乃宇之呂三尓毛登於保春可能院乃徒はゝさる人のうしろみにもとおほすかの院のつ久利左満中〳〵見止己呂於保具以満女以多利与之くりさま中〳〵見ところおほくいまめいたりよし安留春良宇奈止越盈利天安帝〳〵尓毛与越之あるすらうなとをえりてあて〳〵にもよをし給不奈以之乃可武乃君遠奈 衣思者奈知幾古衣給ふないしのかむの君をな 思はなちきこえ多満八春古利春満尓多知 部利御心者部毛安礼たまはすこりすまにたち へり御心はへもあれ止女八宇幾尓古利 天武可之乃也宇尓毛安比志良と女はうきにこり給てむかしのやうにもあひしら幾古衣給八寸中〳〵止己呂世宇佐宇〳〵志宇世中きこえ給はす中〳〵ところせうさう〳〵しう世中於保左留院八乃止也可耳於保之奈利天時〳〵尓止おほさる院はのとやかにおほしなりて時〳〵につ希天於可之幾御安曽比奈止古乃満志計尓天於八之けておかしき御あそひなとこのましけにておはし
【澪標】
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安良多女給部幾奈良祢者太政天皇尓奈寸良部天あらため給へきならねは太政天皇になすらへて見不太満以良勢 院司止毛 利天左満己止尓みふたまいらせ給院司とも りてさまことに以徒久之御遠古奈比具止久乃事越川祢能御以止奈いつくし御をこなひくとくの事をつねの御いとな三丹天於八之末寸登之己呂世尓波ゝ可利天以みにておはしますとしころ世にはゝかりてい天以利毛可多久美多天末川利給八奴奈計幾越ていりもかたくみたてまつり給はぬなけきを以婦世久於保之希留尓於本春左満尓天末以利いふせくおほしけるにおほすさまにてまいり満可天給毛 止女天太希礼者於保幾左起八宇幾まかて給も とめてたけれはおほきさきはうき毛能八世奈利希利止於保之奈計久於止ゝ八己止尓ものは世なりけりとおほしなけくおとゝはことに布礼天以止者徒可之気尓徒可末川利心与世幾ふれていとはつかしけにつかまつり心よせき
【澪標】
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保幾於止ゝ古乃於止ゝ能御満ゝ奈利権中納言能御ほきおとゝこのおとゝの御まゝなり権中納言の御武春女曽能止之乃八月尓末以良世給於保知於むすめそのとしの八月にまいらせ給おほちお止ゝ為多知天幾之起奈 以止安良満本之兵部卿宮とゝゐたちてきしきな いとあらまほし兵部卿宮能奈可農君毛左也宇丹心佐 天可之徒幾給名太のなかの君もさやうに心さ てかしつき給名た可幾越於止ゝ八人与利満 利給部止之毛於 左寸かきをおとゝは人よりま り給へとしもお さす奈武安利希留以可 志多満八武止春良無曽能秋春なむありけるいかゝしたまはむとすらむその秋す美与之丹末宇天給願止毛者多之給部希礼八以可女之みよしにまうて給願ともはたし給へけれはいかめし幾御安利幾尓天世中由春利天可武多知女殿き御ありきにて世中ゆすりてかむたちめ殿上人我毛〳〵止徒可宇末川利給於利之毛閑能安可之上人我も〳〵とつかうまつり給おりしも のあかし
【澪標】
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希利止天者可奈起保止乃希寸多仁心知与計けりとてはかなきほとのけすたに心ちよけ耳宇知者良婦気尓安左末之宇月日裳にうちはらふけにあさましう月日も己曽安連中〳〵古能御安利左満遠波留可丹見奉こそあれ中〳〵この御ありさまをはるかに見奉毛身能保止久知於之宇於保遊左寸可尓可計も身のほとくちおしうおほゆさすかにかけ者奈連多天末川良奴春 勢奈可良加久具地はなれたてまつらぬす せなからかくくち於之幾ゝ八能物多仁毛乃思奈計丹天徒可宇末川おしきゝはの物たにもの思なけにてつかうまつ類遠以呂婦之耳思日多流尓奈 乃徒三婦可るをいろふしに思ひたるにな のつみふか幾身尓天心耳可希天於保徒可奈宇思幾古き身にて心にかけておほつかなう思きこ衣徒ゝ加ゝ利希流御比ゝ幾遠毛志良天多知以天えつゝかゝりける御ひゝきをもしらてたちいて
【澪標】
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和多利給奈止春流古止八己止丹奈之安奈可知仁宇わたり給なとすることはことになしあなかちにう古可之幾古衣 天毛王可心奈可良志利可多久止可久こかしきこえ給てもわか心なからしりかたくとかく閑ゝ徒良八武御安利幾奈止毛所世宇於保之奈利かゝつらはむ御ありきなとも所せうおほしなり尓多礼者志井多流左満尓毛於八世春左以宮遠曽にたれはしゐたるさまにもおはせすさい宮をそ以可尓祢日奈利給奴良武止遊可之宇於毛比幾古いかにねひなり給ぬらむとゆかしうおもひきこ盈給奈越可能六条乃婦留宮遠以止与久春利え給なをかの六条のふる宮をいとよくすり徒久呂比多利希礼者美也比可尓天春三給介利つくろひたりけれはみやひかにてすみ給けり与之徒幾給部留己止希 可多久天与起女房奈よしつき給へることけ かたくてよき女房な止於保久春以多留人能徒止比 己呂尓天毛能左とおほくすいたる人のつとひ ころにてものさ
【澪標】
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尓八奈礼奴留八以止安八礼奈留己止仁己曽侍女礼満にはなれぬるはいとあはれなることにこそ侍めれま之天於毛本之人女可左武尓徒希天毛安知起奈しておもおし人めかさむにつけてもあちきな幾可多也宇知満之里 尓心毛遠可礼給八武宇多天きかたやうちましり人に心もをかれ給はむうたて安累思日屋利古止奈礼止可希天左也宇能与徒ある思ひやりことなれとかけてさやうのよつ以多留春知尓於保之与留奈宇起身遠徒三侍留尓毛いたるすちにおほしよるなうき身をつみ侍るにも女八思日能本可丹天毛乃思遠曽不流毛乃尓奈武女は思ひのほかにてもの思をそふ ものになむ侍気礼者以可天左流可多越毛 者奈礼天美多天侍けれはいかてさるかたをも はなれてみたて末川良武止思不給不流奈止幾古衣給部八安以 久まつらむと思ふ給ふるなときこえ給へはあい く毛乃給可那止於保世 登之己呂尓与呂徒思不もの給かなとおほせ としころによろつ ふ
【澪標】
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可ゝ流御由以古无乃川良丹於保之希留毛以止ゝ安かゝる御ゆいこんのつらにおほしけるもいとゝあ八礼尓奈武古院乃美己多知安末多毛能之給はれになむこ院のみこたちあまたものし給部止志多之具武徒比於保春毛於左〳〵奈幾越へとしたしくむつひおほすもおさ〳〵なきを宇遍乃於奈之美己 知能宇知尓可春満部幾うへのおなしみこ ちのうちにかすまへき古盈給之可者佐己曽八太乃三幾古盈侍良女こえ給しかはさこそはたのみきこえ侍らめ春古之於止奈之幾保止尓奈利奴留与八比すこしおとなしきほとになりぬるよはひ奈可良安川可不人毛奈希礼者佐宇〳〵之幾越なからあつかふ人もなけれはさう〳〵しきを奈止幾古盈天 部利給奴御止不良比以満春己之なときこえて へり給ぬ御とふらひいますこし多知満左利天志者〳〵幾古衣給不七八日安利天たちまさりてしは〳〵きこえ給ふ七八日ありて
【澪標】
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給天佐留部幾於利〳〵八和多利奈止志多満不可多給てさるへきおり〳〵はわたりなとしたまふかた志希那久止毛武可之乃御奈古利尓於本之奈寸良しけなくともむかしの御なこりにおほしなすら部天遣止遠可良須毛天奈左世給八ゝ 武本以奈留心知へてけとをからすもてなさせ給はゝ む本いなる心ち春部幾奈止幾古盈給部止和利那久毛乃八知すへきなときこえ給へとわりなくものはち遠之給不於久満利多流人左満尓天本乃可尓をし給ふおくまりたる人さまにてほのかに毛御己恵奈止幾可世多天末川良无八以止仁奈久女川も御こゑなときかせたて つらんはいと なくめつ良可奈留事止於保之多礼者人〳〵毛幾古盈らかなる事とおほしたれは人〳〵もきこえ王川良比天可ゝ流御心左満遠宇礼部幾古盈安 利わつらひてかゝる御心さまをうれへきこえあ り女部多宇内侍奈止以不人〳〵安留八者奈礼多天末川良女へたう内侍なといふ人〳〵あるははなれたてまつら
【澪標】
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曽部天以止ゝ左比之具心保曽起己止乃三満左留尓そへていとゝさひしく心ほそきことのみまさるに左婦良不人〳〵毛也宇〳〵安可礼由幾奈止之帝さふらふ人〳〵もやう〳〵あかれゆきなとして志毛徒可多乃京極和多利奈礼者人希止越久しもつかたの京極わたりなれは人けとをく山寺乃入安比能己恵〳〵尓曽部天毛祢奈起可知山寺の入あひのこゑ〳〵にそへてもねなきかち尓天曽春久之給不於奈之幾御遠也止幾古にてそすくし給ふおなしき御をやときこ盈之奈可尓毛可多時乃末毛多知者奈礼多天えしなかにもかた時のまもたちはなれたて末川利給八天奈良八之多天末川利給比天斎宮まつり給はてならはしたてまつり給ひて斎宮尓毛遠也曽比天久多利給事八連以奈起事奈留にもをやそひてくたり給事はれいなき事なる遠安奈可知 以左奈比幾古盈 比之御心をあなかち いさなひきこえ給ひし御心
【澪標】
78

















奈武与仁以止於之具思太末不留古乃世尓天曽能なむよにいとおしく思たまふるこの世にてその宇良見乃心止計須春起侍尓 遠以満八止奈利うらみの心とけすすき侍に をいまはとなり天乃幾八尓古乃左以宮能御事越奈武毛能世てのきはにこのさい宮の御事をなむものせ良礼之可者左毛 ゝ遠起心尓毛乃己寸満之宇古られしかはさも ゝをき心にものこすましうこ曽八左寸可耳見遠起給計女止思比給不流尓そはさすかに見をき給けめと思ひ給ふるに毛志乃比可多宇於保 多乃与仁徒希天多仁もしのひかたうおほ たのよにつ てたに心久類之幾事八見幾ゝ寸久左礼奴王左仁侍心くるしき事は見きゝすくされぬわさに侍遠以可天奈起可計尓天毛可能宇良見和春留者可利をいかてなきかけにてもかのうらみわするはかり止思日給不留遠宇知尓毛佐己曽遠止奈比左世給と思ひ給ふるをうちにもさこそをとなひさせ給
【澪標】
82








太末不留佐良八御気之幾安利天可寸末部たまふるさらは御けしきありてかすまへ左世給八ゝ毛与遠之者可利農己止越曽不させ給はゝもよをしはかりのことをそふ流尓奈之侍良武止左満可宇佐満尓思給部乃るになし侍らむとさまかうさまに思給への己寸事奈幾仁閑久末天左波可利乃心可末こす事なきにかくまてさはかりの心かま部毛末祢比侍尓与人也以可尓止己曽八 加利へもまねひ侍によ人やい にとこそ ゝかり侍連奈止幾古盈太末天乃知尓八気耳志侍れなときこえたまてのちにはけにし良奴也宇尓天古ゝ丹和多之多天末川利天武らぬやうにてこゝにわたし てまつりてむ止於保春女君尓毛志可奈武思可多良比幾古衣天とおほす女君にもしかなむ思かたらひきこえて春久以給八武尓以止与起本止奈留安八比奈良无すくい給はむにいとよきほとなるあはひならん
【澪標】
84
止幾古衣志良勢給部者宇礼之幾己止仁於保之ときこえしらせ給へはうれしきことにおほし天御和多利乃己止越以曽起 不入道農美也兵て御わたりのことをいそき ふ入道のみや兵部卿乃宮農比女君遠以徒之可登可之徒幾左八幾部卿の宮のひめ君をいつしかとかしつきさはき給不女留遠於止ゝ乃比満安流御中尓天以可ゝ毛天給ふめるをおとゝのひまある御中にていかゝもて奈之給八武止心久 之具於保春権中納言能なし給はむと心く しくおほす権中納言の御武春女八己起殿農女御止幾古遊於保止乃ゝ御むすめはこき殿の女御ときこゆおほとのゝ己丹天以止与曽保之宇毛天可之徒幾給不宇遍こにていとよそほしうもてかしつき ふうへ毛与起御安曽比可太幾尓於 以多利宮乃中もよき御あそひかたきにお いたり宮の中乃君毛於奈之保止仁於八寸連八宇多天比井の君もおなしほとにおはすれはうたてひゐ
一〇〇
大正大学本の翻刻『源氏物語』 （明石・澪標）
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【澪標】
85
奈安曽比能心知春部幾遠於止奈之幾御宇之なあそひの心ちすへきをおとなしき御うし路三八以止宇礼之可類部幾己止ゝ於本之乃多末比ろみはいとうれしかるへきことゝおほしのたまひ帝左留御気之幾ゝ古衣給徒ゝ於止ゝ能与呂徒尓てさる御けしきゝこえ給つゝおとゝのよろつに於本之以多良奴古止那久於保也希可多能御宇之おほしいたらぬことなくおほやけかたの御うし呂三八佐良尓毛以八寸阿希久礼尓徒希天己満ろみはさらにもいはすあけくれにつけてこま可奈留御心者部乃以止安八礼丹美衣給不遠太乃毛かなる御心はへのいとあはれにみえ給ふをたのも志幾毛乃尓思幾古盈給天以止安徒志久能三しきものに思きこえ給ていとあつしくのみ於八之末勢者末以利奈止之 天毛心也寸久おはしませはまいりなとし給ても やすく左婦良比太末不事毛可多起遠春古之於止奈比さふらひたまふ事もかたきをすこしおとなひ
【澪標】
86
天曽比佐不良八武御宇之路三八可奈良須安留部幾てそひさふらはむ御うしろみはかならすあるへき己止奈利気利ことなりけり
一〇一
